
倶
元
瑞
と
黄
道
周

i

l
応
酬
詩
と
墓
誌
銘
を
中
心
に

て
は
じ
め
に

侃
元
職
(
一
五
九
二
一

1
一
六
四
四
)
は
、
明
朝
最
後
の
天
子
、
崇

禎
帝
の
自
総
に
従
っ
て
絶
命
し
た
。
黄
道
局
(
一
五
八
五

i
一
六
回

六
)
も
そ
の
二
年
後
、
義
兵
を
招
集
し
て
清
軍
と
戦
っ
て
捕
ら
え
ら

れ
、
南
京
で
処
刑
さ
れ
た
。

侃
一
見
瑞
に
関
す
る
史
意
向
の
記
載
に
は
、
黄
道
周
を
友
と
し
、
学
問

に
励
み
、
官
位
を
譲
ろ
う
と
し
た
内
容
が
見
え
る
。

公
、
平
生
の
学
問
、
郡
一
月
擦
を
師
と
し
、
鶴
宗
局
、
黄
道
舟
を

友
と
す
。

ー
蒋
士
錠
「
促
文
貞
公
伝
」
(
沼
山
文
貞
公
文
集
い
首
巻
所
収
)

一
冗
端
、
護
蓄
を
博
く
極
め
、
尤
も
易
、
春
秋
に
精
し
く
、
何
年

の
黄
道
関
川
と
各
お
の
一
家
言
を
成
す
。
著
す
所
の

吋
春
秋
問
答
片
山
本
町
「
内
外
儀
い
、

若
干
巻
あ
り
。

一H
U
-

v
u
yイ
&

内

利

治

ー
徐
乗
義
諸
パ
末
忠
烈
一
紀
実
」
巻
十
一

一
年
壬
成
、
進
士
と
成
り
、
才
名
天
下
を
燥
が
す
。
少
種
間

黄
公
道
局
と
並
び
に
韓
太
史
日
績
の
門
下
よ
り
出
で
、
一
時
推

し
て
双
援
と
為
す
。
:
:
:
賛
公
道
局
、
建
ヰ
一
一
口
を
以
て
時
の
相
と

杵
ひ
、
経
縫
官
を
選
ぶ
も
与
か
ら
ず
。
公
、
疏
し
て
己
の
秩
を

以
て
黄
公
に
譲
ら
ん
こ
と
を
講
ふ
。
此
れ
由
り
益
ま
す
当
事
の

柄
撃
す
る
所
と
為
り
、
精
し
て
南
(
京
)
悶
子
弓
業
に
選
る
。

ー
計
六
奇
詰
パ
季
北
略
い
巻
ニ
十
一
上
・
殉
難
文
一
位

一
方
、
黄
道
周
に
関
す
る
史
冊
一
一
回
の
記
載
に
は
、
侃
元
瑞
と
と
も
に

政
治
に
参
画
し
て
、
正
邪
を
弁
別
し
た
こ
と
が
一
記
さ
れ
る
。

石
斎
先
生
、
翰
苑
に
入
る
に
治
び
、
上
農
の
侃
文
貞
公
と
倶
に

自
ら
天
下
の
重
き
を
任
じ
、
正
を
崇
め
邪
を
去
り
、
忠
を
尽
し

過
ち
を
補
ひ
、
裾
を
折
機
し
、
九
死
に
回
ら
ず
。

i

朱
弊
尊
吋
静
士
山
居
詩
話
』
巻
二
十
黄
道
周

ま
た
政
事
を
総
べ
た
促
と
、
理
学
に
執
達
し
た
黄
と
微
妙
に
異
な
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る
学
問
の
違
い
を
述
べ
た
史
書
が
あ
る
。

石
斎
の
学
は
醇
な
り
、
市
し
て
粉
や
持
気
あ
り
。
天
下
「
侃

黄
」
と
称
し
、
侃
は
事
を
綜
ぺ
、
黄
は
理
を
執
り
、
其
の
致
は

微
か
に
分
る
。i

査
継
差
「
関
部
黄
道
局
伝
・
後
稿
」
(
内
閣
寿
録
」
)

こ
の
よ
う
に
史
書
は
、
二
人
を
忠
盟
、
同
志
、
学
友
と
し
て
}
記
録

し
、
「
双
町
田
流
」
或
い
は
「
侃
黄
」
と
併
称
す
る
。

黄
は
、
つ
全
性
奇
情
、
不
塊
純
孝
は
別
ち
侃
一
河
端
に
如
か
ず
」
(
崇

被
十
年
六
月
「
三
罪
問
恥
七
不
知
疏
」
立
斑
埠
浦
集
い
巻
こ
と
、
性
情

と
純
孝
は
侃
に
及
ば
な
い
と
そ
の
人
間
性
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
書

跡
に
つ
い
て
も
、
「
鴻
兄
の
命
筆
、
顔
魯
公
(
真
卿
了
蘇
和
仲

(
紙
〉
よ
り
上
に
在
り
。
其
の
人
も
z

亦
た
純
出
す
」
と
絶
賛
す
る
。

…
方
、
侃
が
策
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
か
は
、
あ
ま
り
考
究
さ

れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
両
者
が
交
わ
し
た
数
篇
の
詩
を

読
み
な
が
ら
、
侃
裁
の
交
友
の
実
体
を
追
い
か
は
り
、
最
後
に
黄
が
執

筆
し
た
侭
の
墓
誌
銘
に
言
及
し
て
み
た
い
。

一
一
、
伺
糞
の
応
樹
詩
文

ま
ず
二
人
が
交
わ
し
た
詩
文
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

仰
は
粛
に
次
の
詩
文
を
贈
っ
て
い
る
。

1
1
3
は
文
、

詩

で

あ

る

。

テ

キ

ス

ト

は

、

冊

)

』

4
1
8
は

局
印
行
、
四
庫
全
書
本
石
川
文
貞
集
い
中
華
書
局
、
お
よ
び
台
北
芸

文
印
書
館
吋
悦
文
貞
公
詩
集
」
(
中
華
民
国
六
十
三
年
三
月
初
版
線
装

本
)
に
よ
る
。
な
お

6
に
は
伝
来
墨
跡
《
五
ヰ
一
一
口
律
詩
軸
》
(
頼
山
陽

間
一
蔵
)
が
あ
る
。

ー
黄
石
斎
史
公
賓
稿
序
(
吋
鴻
宝
応
本
」
巻
六
・
「
促
文
貞
集
』
巻
七
)

2
賛
黄
石
斎
宮
庶
、
為
呉
潜
入
太
史
朱
図
松
石
、
寿
其
太
君
(
吋
鴻

宝
応
本
い
巻
十
六
・
円
相
川
文
貞
集
い
巻
十
七
賛
銘
)

3
与
黄
石
斎
四
番
(
吋
侭
文
貞
集
い
巻
十
八
書
瞭
)

4
黄
石
斎
挙
子
開
館
、
劫
双
屋
以
寿
ニ
首
(
門
侃
文
貞
詩
集
い
巻
上
古

体
)

5
読
徐
九
一
一
腕
革
、
余
求
譲
宮
石
斎
不
許
、
九
一
起
而
申
之
、
辞
甚

切
査
、
中
間
見
推
数
語
、
則
何
敢
承
也
ニ
首
(
吋
侃
文
貞
詩
集
い
巻

上
五
律
)

6
郊
瀞
ニ
首
公
侃
文
貞
詩
集
」
巻
上
五
律
)

7
捻
徳
公
太
学
、
以
疏
救
予
友
石
斎
、
廷
杖
遺
成
、
使
道
訪
予
山

中
、
臨
別
感
賦
ニ
首
(
吋
侃
文
貞
詩
集
い
巻
上
五
律
)

8
蒙
賜
佐
椛
環
沼
、
別
石
斎
兄
、
懐
牧
斎
、
九
鶴
諸
公
(
吋
例
文
貞

詩
集
い
巻
下
七
律
)

?
訂
石
斎
歪
叢
瑞
生
館
(
川
悦
文
貞
詩
集
い
五
七
言
絶
句
)
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黄
が
侃
に
縛
っ
た
詩
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

-f〉
8
は



文、

9
1訂
は

詩

、

括

弧

内

は

の

収

録

巻

数

で

あ

る
。
な
お
お
は
そ
の
詩
の
書
跡
が
伝
来
す
る
た
め
に
追
加
し
、
況
は

「
黄
石
斎
未
利
稿
」
(
国
立
中
央
関
諮
問
館
特
蔵
総
珍
本
立
問
石
斎
公
侃
鰻

未
刊
稿
術
賞
公
義
鎖
(
全
一
間
〉
い
陳
述
元
景
印
・
台
北
市
間
隔
悶
郷
会

発
行
所
収
〉
よ
り
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ー
乞
奨
異
例
元
職
、
祁
彪
佳
子
姓
疏
(
巻
ム
ハ
)

2
与
例
文
正
公
増
加
凡
二
篇
(
巻
十
七
)

3
答
例
文
正
公
害
(
巻
十
七
)

4
与
侃
鴻
宝
論
諜
法
一
ニ
期
(
巻
十
九
)

5
例
文
正
公
集
序
(
巻
二
十
二

6
例
鴻
宝
秘
義
序
(
巻
二
十
二
)

7
設
問
例
文
正
公
帖
後
凡
一
一
一
章
(
巻
二
十
一
一
一
)

8
例
文
正
公
墓
誌
銘
(
巻
二
十
七
)

9
一
題
俄
鴻
笠
松
一
わ
関
似
献
汝
(
巻
三
十
七
・
五
一
一
一
一
向
古
)

日
寄
別
臥
子
兼
懐
鴻
宝
(
巻
一
一
一
十
八
・
七
品
一
一
平
日
、
吋
明
日
詩
紀
事
い
辛
畿

巻
間
収
録
)

日
久
滞
一
長
安
、
関
懲
己
極
、
侭
宮
允
鴻
宝
、
貌
給
諒
情
石
、
李
文
選

臨
意
、
焚
計
部
紫
議
、
各
移
斧
見
資
適
銭
宗
伯
御
冷
、
亦
自
南
部

分
俸
見
寄
聯
散
所
懐
十
章
辛
未

口
元
タ
後
、
挑
孟
長
招
鴻
宝
汝
止
来
酌
、
余
邸
見
舞
平
信
詩

欣
然
一
一
一
一
口
和
兼
以
志
別
七
寧
壬
申
(
以
上
日
i
M
巻
四
十
・

巻
六
収
録
)

日
途
中
寄
鴻
宋
二
業
戊
寅

は
出
大
概
将
渡
青
江
一
向
議
兆
、
木
上
諸
兄
又
申
湖
上
之
約
会
、
侭
鴻

宝
祭
澗
来
白
山
桧
遂
借
、
朱
土
美
、
部
先
之
、
施
営
方
、
謬
子

玄
、
陸
夢
文
、
挑
右
僕
、
何
寿
一
円
、
陶
賛
皇
、
陳
頴
凡
、
全
入
霊

隠
、
登
枝
光
有
作
、
属
鴻
宏
、
議
兆
、
木
上
和
之
四
章

万
一
出
究
室
日
、
鴻
常
一
別
有
約
去
、
有
詩
頒
之
、
翌
日
、
間
有
僕
、
木

上
、
過
石
屋
倒
露
、
抵
晩
始
帰
、
与
額
兆
、
士
美
、
寿
平
時
賦
由

意
戊
寅
(
吋
天
啓
崇
禎
両
朝
遊
詩
」
巻
六
収
録
)

訪
問
伺
鴻
宝
過
十
八
澗
四
輩
戊
寅

口
蔽
灘
留
別
議
兆
、
木
上
並
謝
諸
賢
及
鴻
宝
二
章
戊
寅

国
出
霊
峰
、
謝
鴻
宝
、
瑞
廃
、
巣
軒
諸
丈
、
一
井
別
徐
徳
公
三
章
戊
寅

(
以
上
日
f
7
m
m
巻
四
十
一
・
五
一
一
一
口
律
)

日
何
議
兆
、
挑
二
存
、
菅
木
上
、
陳
彦
升
、
侭
子
玉
、
業
恒
生
、
挑

聖
之
、
向
練
臥
子
、
集
侃
鴻
笠
間
制
中
各
祐
二
韻

訪
問
彦
升
、
臥
子
諸
兄
、
集
侃
園
為
鴻
宝
勧
駕
二
章
壬
午

幻
用
木
上
積
、
集
侃
先
生
宅
、
兼
寿
侃
母
二
章
壬
午

沼
周
議
兆
韻
、
集
侭
先
生
宅
、
共
諸
子
酬
和
二
章
壬
午

お
従
邸
報
知
鴻
宝
発
一
一
一
一
口
遂
成
玄
感
、
既
数
日
待
鴻
宝
書
、
備
関
諸

疏
、
清
時
喜
起
、
良
暢
於
壊
、
己
有
長
一
一
一
一
口
、
再
伸
短
什
昭
草
(
以

上
目

1
お
巻
四
十
二
・
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μ
四
怜
懐
侃
鴻
宝
、

鴻
印
間
仙
郭
仙
七
章
(
巻
四
十
一
ニ
・
五

倒

鴻

宝

特

疏

見

白

、

並

道

未
殊
孟
棒
、
避
鈴
之
宮
也
十
二

幻
伏
枕
乃
下
跡
、
冥
無
所
見
、
見
侃
鴻
宝
請
俄
疏
…
京
、
京
腕
如
海
、

ヤ
民
底
、
為
之
慨
然
賦
、
京
師
如
海
独
無
底
、
以
示
諸
病
者
間

(
以
上
部
1
U巻
時
十
六
・
七
品
一
一
向
律
一
〉

掲
忠
殉
難
、
天
下
問
者
、
無
識
不
識
、
有
棟
折
山

郎
欲
潜
血
潟
地
、
称
揚
玄
歎
、

ア
作
七
一
一
一
一
間
詩
間
勤
四
輩
、
登

足
一
部
鳴
綿
一
五
爾
(
巷
間
十

巻
六
紋
録
)

将
往
ム
ハ
陵
限
問
、
農
夜
夢
侃
子
一
新
会
話
附
〉

作
詩
、
有
北
儲
収
鶴
足
、
二
箪
散
禽
訴
之
句
、
党
一
組
問
諸
兄
、
出
向

日
以
帰
央
、
諸
口
ん
亦
無
復
入
六
駿
者
巴
町
、
人
各
趣
装
選
都
、
予
山

与
献
汝
、
続
舟
過
料
山
、
肉
用
為
韻
各
成
十
絶
(
以
上
目
、

1
m巻

間
十
九
・
七
純
句
)

は
侃
翰
林
贈
竹
石
凶
作
詩
報
之

一
見
し
て
分
る
の
は
、
黄
道
周
が
侃
元
現
に
贈
っ
た
詩
文
の
多
さ

で
あ
る
。
ま
た
そ
の
詩
作
が
、

崇
禎
四
年
辛
未
二
ハ
一
ニ

7
・
1

崇
禎
五
年
壬
申
一
六
一
一
一
一
一

-
-
U
・
お

崇
禎
十
一
年
戊
寅
二
ハ
一
ニ
八

--m-
日
〈
)
凶

崇
禎
十
五
年
壬
午
一
六
回
一
一

--win

と
制
作
年
代
が
判
明
し
て
い
る
詩
が
い
く
つ
か
あ
り
、
特
に
戊
寅
と

壬
午
に
集
中
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
ま
ず
以
上
の
応
酬
詩
の
中

か
ら
、
二
人
の
交
友
を
伺
っ
て
み
よ
う
。

一
、
応
酬
替
に
克
る
佼
賞
の
交
友

(108) 

①
出
会
い
…
年
(
一
六
二
二
)

ニ
人
の
出
会
い
は
、
天
啓
二
年
に
進
士
と
成
り
、
と
も
に
翰
林
院

に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
黄
は
「
侃
公
と
予
は
開
年
に
し

て
、
初
め
翰
林
に
居
る
」
(
「
促
公
墓
誌
銘
」
)
と
記
し
て
い
る
。
侃
詩

4

「
黄
石
斎
挙
子
と
舘
を
向
じ
ふ
し
、
双
属
に
勤
し
以
て
寿
ぐ
二

首
い
其
の
…
に
、
「
杏
機
推
才
、
五
台
選
徳
、
為
是
父
見
、
宜
煩
孔

釈
J

と
詠
じ
、
其
の
…
…
に
「
今
之
黄
章
一
、
乃
在
津
江
、
是
父
是
子
、

亦
既
有
双
。
と
詠
じ
る
。
黄
を
父
、
自
分
を
子
に
擬
え
、
「
亦
た
既

と

?

っ

明

日

μ

季
北
略
い
に
い
う
ご
時
推
し

1文



て

な
ろ
う
。

②
仰
が
粛
に
官
位
を
譲
る
(
ニ
ハ
一
…
一
一
一
)

山
戸
市
禎
例
年
正
月
、
裁
は
「
遵
旨
間
奏
疏
」
を
上
り
、
「
曲
庇
探
輔
」

に
よ
り
一
一
一
級
降
格
の
調
用
と
な
る
。
山
梨
禎
五
年
間
十
一
月
、
仰
は
上

奏
し
、
黄
に
官
位
を
譲
り
、
例
制
宗
鰐
を
召
還
す
る
よ
う
擁
護
し
た
。

右
中
允
黄
道
周
は
学
行
双
至
、
至
情
俗
を
嫉
み
、
経
史
に
奥
深

に
し
て
、
時
宜
に
澗
精
た
り
。
段
下
試
み
に
筆
札
を
仮
ら
ば
、

自
ら
侍
馬
の
万
一
一
一
一
閃
た
る
可
く
、
此
れ
誠
に
天
下
の
奇
才
な
り
o

w
八
一
、
陛
下
の
為
に
此
の
…
人
を
生
み
、
…
大
講
を
仰
佐
す
る
は
、

す
く

偶
燃
に
非
ざ
る
な
り
。
且
つ
道
閥
、
緊
縮
の
銭
龍
錫
を
抹
ふ
を

以
て
留
に
件
ひ
て
降
調
せ
ら
れ
、
末
、
だ
幾
な
ら
ず
し
て
其
の
一
一
一
一
向

山
中
に
行
わ
る
、
走
れ
陛
下
の
道
周
を
知
る
こ
と
久
し
き
な
り
。

医
諮
ら
く
陛
下
の
今
日
の
人
を
用
ひ
る
こ
と
、
惟
だ
当
に
其
の

在
に
悦
び
気
有
る
者
を
取
る
べ
し
と
。
:
:
:
自
の
自
量
は
庸
劣

に
し
て
、
速
く
道
関
川
に
遜
る
。
陛
下
幸
ひ
に
し
て
患
の
一
一
一
向
を
聴

か
れ
、
道
府
を
療
官
に
還
し
、
市
し
て
患
を
外
に
出
だ
す
こ

と
、
猶
ほ
爺
扶
を
棄
て
て
出
比
五
を
得
る
が
ご
と
き
な
り
。

i

吋
侃
…
苅
璃
年
譜
い
所
収
「
侃
文
正
公
年
譜
巻
之
ご

黄
は
銭
龍
錫
を
救
お
う
と
し
て
官
、
を
挺
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
仰
は
黄

こ
と
を
願
い
出
た
。
こ
の
進
一
一
一
一
口
は
、
黄
の
学
業
品
行

と
文
章
能
力
に
傑
出
し
た
点
は
自
己
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
直

訴
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
行
為
に
対
し
、
徐
肝
(
…
五
九
七
(

J

一
六
四
五
、
字
は
丸
一
、

号
は
勿
斎
、
一
長
洲
入
、
徐
析
の
父
、
崇
禎
元
年
進
士
)
は
、
上
疏
し
て

黄
例
の
賢
を
頒
し
た
。
侃
詩
5
「
読
徐
九
一
疏
車
二
首
」
は
そ
の
徐

の
上
疏
文
を
読
ん
だ
感
慨
を
詠
う
。
自
題
に
「
余
、
石
斎
に
官
を
譲

る
こ
と
を
求
む
れ
ど
も
許
さ
れ
ず
。
九
一
起
ち
て
之
を
申
す

G

辞
甚

だ
切
一
金
な
り
。
中
間
に
数
諮
を
推
す
を
克
れ
ば
期
ち
何
ぞ
敢
へ
て
承

く
る
か
}
や
」
と
あ
る
。
其
の
一
一
(
四
川
省
博
物
館
に
書
跡
が
現
存
)

十
品
、

三

万

巻

嬬

腹

三

万

巻

腹

に

幡

み

安
能
為
伏
雌
安
ん
ぞ
能
く
伏
雌
の
為
に
せ
ん

文

心

提

気

骨

文

心

気

骨

を

提

げ

諜

舌

報

援

居

諜

呑

髪

眉

を

報

ず

俣
笑
李
部
譲
俣
に
笑
ふ
李
部
に
譲
る
を

誰
教
禽
患
知
誰
か
禽
患
を
し
て
知
ら
し
め
ん

尋
常
披
挙
事
尋
常
な
り
推
挙
の
事

不
幸
後
来
奇
不
幸
な
り
後
来
の
奇

と
詠
う
。
「
伏
雌
」
は
卵
を
伏
せ
て
い
る
維
の
鶏
で
、
吋
百

里
美
嚢
歌
の
「
百
里
美
、
五
羊
皮
、
憶
別
時
、
似
伏
離
」
を
踏
ま

え
、
「
禽
患
」
も
身
を
殺
し
て
百
里
震
(
春
秋
時
代
の
秦
の
大
夫
)
を
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推
薦
し
た
故
事
を
踏
ま
え
よ
う
。
百
里
奨
を
黄
に
擬
し
、
禽
患
を
侃

自
身
に
擬
し
て
い
る
。
前
半
四
句
は
黄
お
よ
び
妻
(
祭
主
郷
)
を
称

え
、
後
半
四
勾
は
例
自
身
の
行
為
を
詠
う
も
の
で
あ
る
。

③
仰
が
貨
を
-
訪
ね
る

i
崇
禎
十
一
年
(
一
六
三
八
)

崇
襖
十
一
年
六
月
、
黄
は
楊
縮
問
問
・
陳
振
明
ら
が
「
奪
情
」
し
て

入
閣
し
た
こ
と
に
反
対
し
、
上
奏
文
を
奉
っ
た
。
七
月
五
日
、
黄
と

楊
は
崇
禎
帝
の
間
前
で
「
縮
常
」
を
め
ぐ
っ
て
論
争
し
た
。
そ
の
結

果
ま
た
も
や
崇
禎
帝
の
怒
り
を
貰
い
、
「
脱
出
問
機
乱
」
の
罪
に
擬
せ

ら
れ
、
八
月
に
江
西
布
衣
政
司
都
一
事
に
左
遷
さ
れ
る
。
黄
は
帰
途
、

泰
山
に
登
り
、
冬
に
余
杭
の
大
一
様
山
書
院
に
立
ち
寄
り
、
糠
子
龍

(
字
は
臥
子
〉
・
仰
元
酬
明
(
母
は
鴻
宝
)
と
逢
っ
た
。
崇
禎
八
年
に
関

子
祭
溜
と
な
っ
た
仰
は
、
翌
九
年
よ
り
山
陰
に
帰
郷
し
て
い
た
が
、

黄
に
「
辺
信
(
辺
境
よ
り
の
知
ら
せ
と
を
見
せ
る
た
め
持
参
し
た
。

こ
の
時
の
作
と
思
わ
れ
る
詩
が
叩
・

u
l
uで
あ
る
。

黄
詩
刊
「
寄
別
払
子
、
兼
懐
鴻
宝
」
第
五
匂
に
は
、
「
例
公
と
余

と
最
も
相
契
ふ
」
と
詠
じ
る
。

天
下
の
水
は
陸
路
よ
り
奇
な
る
こ
と
無
く

服
蕩
声
無
く
援
や
之
に
勝
る

五
油
社
険
に
し
て
及
ぶ
可
か
ら
ず

ぞ
能
く
悦
公
の
詩
に
過
ぐ
る
を
や

侃
公
と
余
と
最
も
栂
契
ふ

一
字
動
け
ば
千
峯
の
勢
ひ
有
り

毎
に
煩
ふ
使
君
明
に
し
て
且
つ
清
な
る
を

蓑
賀
蘇
韓
位
置
を
失
ふ

侭
公
我
を
抱
く
こ
と
難
を
抱
く
が
如
く

五
年
間
び
退
ぐ
霊
峯
の
西

葦
仲
管
、
買
宜
、
蘇
紙
、
韓
愈
と
歴
代
の
散
文
家
さ
え
そ
の
位
置
を

失
う
ほ
ど
で
あ
る
文
章
能
力
と
「
難
を
抱
く
が
如
く
」
の
交
友
を
詠

い
、
侭
を
誠
に
高
く
評
備
す
る
詩
で
あ
る
。
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④
黄
が
侃
を
訪
ね
る
1
山
中
市
禎
十
五
年
(
一
六
回
三

黄
は
「
党
邪
乱
政
」
の
罪
に
よ
り
、
崇
禎
十
三
年
七
月
に
逮
捕
、

投
獄
さ
れ
、
護
十
四
年
末
、
湖
南
辰
陽
に
左
遷
と
な
る
。
時
に
戸
部

主
事
の
葉
廷
秀
、
南
京
鼠
子
監
生
の
徐
仲
吉
(
字
は
徳
公
、
海
州
人
)

ら
は
黄
を
救
お
う
と
奏
上
し
た
た
め
連
産
し
、
投
獄
さ
れ
、
左
遷
さ

れ
た
。
翌
十
五
年
春
、
徐
仲
吉
は
左
遷
の
地
に
向
か
う
途
中
、
侃
元

尋
ね
た
。
侃
詩
7

「
徐
徳
公
太
学
、
以
疏
救
予
友
石
斎
、
廷
杖

、
使
道
訪
予
山
中
、
臨
別
感
賦
二
首
」
其
の
一
に
、

機
に
按
す
一
凶
器
虹
の
気
が
旗
日
に
竪
降
す

一
に
浮
く
鋤
水
に
一
椅
る
叫
山
の
窓



絡

の

築

能

く

筏

無

し

潜

の

才

の

若

し

須
た
ず
月
の
上
る
を
越
え
る
を
君
の
一
舶
に
銀
紅
有
り

公
に
舟
有
り
、
鋤
水
と
名
づ
く
。
斎
窓
の
聯
に
臼
く
、
山
に

叫
べ
ば
山
応
、
じ
、
丹
を
謎
へ
れ
ば
同
月
来
る
と
。

と
あ
る
。
黄
に
贈
っ
た
詩
で
は
な
い
が
、
「
一
勝
(
認
と
を
J

自
己
に
、

へ
G
V

「
潜
(
岳
ご
を
黄
に
臨
す
と
考
え
ら
れ
る
。

黄
は
開
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
下
旬
に
か
け
て
、
大
株
議
院

で
一
一
…
度
目
の
詩
学
を
行
っ
た
後
、
杭
州
川
を
経
て
、
京
口
(
鎮
江
)
に

赴
き
、
南
京
か
ら
九
江
に
至
る
。
在
選
の
地
、
湖
南
辰
陽
へ
行
く
た

め
で
あ
る
。
到
着
後
、
病
の
た
め
そ
の
ま
ま
逗
留
し
、
十
月
一
日
に

左
遷
を
解
く
復
職
の
ロ
尽
に
接
し
た
。
九
江
か
ら
南
京
を
経
て
京
口
に

一
炭
り
、
十
一
月
上
旬
、
杭
州
か
ら
大
様
世
帯
院
に
行
き
四
度
目
の
諸
学

を
行
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
間
に
、
黄
は
侭
母
の
長
寿
を
祝
う
た
め
、

嘉
興
か
ら
南
下
し
た
後
、
弟
子
と
…
緒
に
山
捨
(
断
江
上
虞
)
の
家
に

侃
を
訪
ね
、
起
用
に
応
じ
る
よ
う
勧
め
、
併
せ
て
侃
母
の
長
寿
を
祝

っ
た
。
よ
っ
て
murk-'n
詩
は
、
こ
の
時
に
読
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

促
は
九
月
に
認
に
よ
っ
て
兵
部
右
侍
郎
兼
翰
林
院
侍
読
学
士
に
召
さ

れ
る
。
家
居
す
る
こ
と
七
年
に
及
ん
だ
。
侃
詩
8

「
蒙
賜
佐
枢
環

召
、
別
一
石
斎
兄
、
懐
牧
斎
(
銭
謙
議
)
、
(
顧
錫
諸
公
」

詩
は
こ
の
持
の
作
で
あ
る
。

投
林
又
復
斌
駒
雄

雌
制
緩
東
山
未
可
為

大
有
車
中
伊
海
内
望
敢
…
京
頗
牧
禁
中
知

黄
巾
家
突
如
瀞
釜
ホ
子
機
駆
亦
奔
池

鼓
樹
中
流
需
品
品
ハ
済
印
須
由
恐
新
装
遅

第
四
勾
「
敢
へ
て
云
ふ
頗
牧
の
禁
中
に
知
る
を
」
は
、
黄
詩
初
「
間

彦
升
、
臥
子
諸
兄
、
集
侃
閥
、
為
鴻
宝
勧
駕
二
章
壬
午
」
其
の
一
の

第
一
'
句
「
禁
中
知
頗
牧
い
を
受
け
て
い
る
。
頗
は
廉
顔
、
牧
は
李
牧

で
、
共
に
戦
問
時
代
の
越
の
名
将
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
侃
文
正
公
年
譜
」
(
吋
侃
元
瑞
年
譜
」
所
収
)
に
岱
崇

曜
の
政
文
(
戚
畳
間
↑
寅
・
一
八
五
四
)
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
逸
話

を
引
く
。文

正
、
天
啓
中
、
歴
を
頒
く
の
詩
を
賦
し
、
最
も
典
重
為
り
。

亦
た
援
に
明
社
の
速
か
に
亡
ぶ
を
虞
れ
ん
や
。
又
た
称
ふ
る

に
、
文
正
の
晩
年
に
室
を
紹
興
府
の
城
南
偶
に
築
き
、
附
問
機
の

法
式
、
皆
な
手
も
て
自
づ
か
ら
商
を
絵
き
、
巧
一
低
之
を
見
て
手

を
束
ね
、
既
に
し
て
成
り
、
始
め
て
其
の
精
工
を
歎
ず
と
。
時

に
沼
の
疾
を
患
ふ
に
方
り
、
程
君
一
房
、
方
子
魯
の
製
す
所
の
暴

を
取
り
て
壁
を
詮
一
り
、
其
の
中
に
黙
坐
す
。
堂
一
一
東
の
飛
関
三

層
、
指
一
し
て
「
衣
雲
」
と
臼
ふ
。
関
に
窓
れ
ば
別
ち
万
都
一
千

巌
、
皆
な
篤
下
に
在
り
。
適
た
ま
埠
海
黄
公
、
越
に
至
る
に
、

施
す
に
錦
維
を
以
て
し
、
灯
を
張
り
回
に
照
ら
せ
り
。
黄
公
恰

ば
ず
、
「
関
は
多
轄
に
歩
め
り
、
く
宴
楽
す
べ
か
ら
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と
謂
へ
り
。
文
正
笑
ひ
て
臼
く
、
「
会
し
て
公
と
訣
る
る

」
と
。
就
に
し
て
北
行
し
、
遂
に
窓
難
に
殉
ず
、
亦
た
哀

し
む
べ
き
の
み
。

こ
の
逸
話
は
朱
弊
尊
の
吋
静
志
居
詩
話
い
巻
二
十
か
ら
の
引
用
で
あ

る
が
(
但
し
文
字
の
異
同
が
あ
る
)
、
崇
禎
十
五
年
に
黄
が
侭
宅
を
訪

れ
た
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
黄
が
侃
宅
を
訪
れ
た
の

が
こ
の
時
だ
け
で
あ
り
、
か
っ
こ
の
年
以
降
に
二
人
が
出
会
っ
た
形

跡
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

の

四
、
州
市
公
募
誌
銘

裁
は
侭
の
纂
…
…
一
時
銘
、
「
侃
文
正
公
墓
誌
」
巻
二
十

七
)
を
書
い
た
り
こ
の
墓
誌
と
ほ
ぼ
向
一
の
文
章
が
、
「
明
一
戸
部
尚

諮
問
策
翰
林
院
学
士
贈
特
進
光
禄
大
夫
太
保
吏
部
尚
審
議
文
正
鴻
宝
促

公
纂
誌
銘
」
(
以
下
、
「
侃
公
墓
誌
銘
」
と
略
す
)
と
し
て
、
沼
山
一
見
瑞

年
譜
い
附
録
に
収
録
さ
れ
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
文
字
に
一
異
同

が
あ
る
。
こ
こ
で
は
A

「
侃
公
墓
誌
銘
」
を
底
本
に
、

B

「
促
一
文
正

公
募
…
一
一
位
を
参
賊
し
な
が
ら
考
察
す
る
。

(
A
に
な
く
B
に
あ
る
一
言
葉

を
〔
〕
で
補
い
、
逆
に
B
に
あ
り
A
に
な
い
言
葉
を
〈
〉
で
捕
い
、

A
B
の
詩
句
の
興
関
は
B
を
(
)
で
表
記
す
る
。
)

嶋
呼
、
公
、
諒
一
は
一
河
川
相
、
字
は
玉
汝

と
号
す
口
万
騎
柴
巴
間
十
一

別
に
鴻

臼
肢
時
に
牛
一
ま

れ
、
先
帝
に
従
ひ
て
崇
禎
甲
申
三
月
十
九
日
辰
時
に
残
す
。
是

れ
よ
り
先
(
数
日
先
ん
じ
て
〕
、
公
、
賊
の
関
を
犯
す
を
知
り
、

上
に
東
宮
撫
軍
に
南
下
を
命
じ
る
こ
と
を
勧
め
〔
上
に
東
宮
を

出
で
ん
こ
と
を
勧
め
〕
、
〈
宋
〉
康
玉
の
故
事
に
循
ふ
。
聴
か
れ

ず
。
:
:
:
請
ひ
て
重
賞
を
懸
げ
敢
へ
て
死
せ
ん
と
す
る
の
士
五

百
人
を
募
り
〔
又
た
請
ひ
て
六
十
金
を
以
て
一
士
を
募
り
、
五

百
の
敢
へ
て
死
せ
ん
と
す
る
の
士
を
得
て
て
〈
以
て
〉
図
ひ
を

破
る
べ
く
、
勤
王
の
蹄
を
召
す
も
、
亦
た
以
て
及
ぶ
無
き
為

れツ。

{
子
口
す
が
異
な
る
が
、
子
の
会
鼎
の
見
解
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

生
年
は
一
五
九
三
年
、
卒
年
は
一
六
四
四
年
で
あ
る
。
「
宋
康
王
」

と
は
、
南
宋
の
高
宗
鵡
構
(
徽
宗
第
九
子
・
欽
宗
の
弟
)
を
指
す
。

…
一
二
六
年
、
北
宋
の
都
沖
京
が
金
軍
に
攻
め
ら
れ
、
翌
年
、
徽

宗
・
欽
宗
が
捕
虜
と
し
て
連
れ
去
れ
た
時
、
宋
康
王
は
南
京
で
即
位

し
て
高
宗
と
な
り
、
後
に
都
を
臨
安
に
遷
し
た
。
所
拙
間
「
靖
康
の

変
」
で
あ
る
。
「
賊
」
と
は
、
李
白
成
を
指
す
。
仰
は
北
京
都
城
が

賊
軍
に
よ
っ
て
陥
落
す
る
前
に
、
山
中
市
禎
帝
に
南
下
し
て
南
京
に
遷
都

す
る
こ
と
を
勧
め
た
が
、
聴
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

是
の
日
、
賊
の
域
を
織
え
る
を
関
き
、
乃
ち
束
帯
し
て
附
慨
に
向

か
ひ
、
北
し
て
天
子
に
謝
し
、
南
し
て
太
夫
人
に
謝
し
、

酒
を
索
め
て
斎
に
入
り
、
壮
謬
の
像
に
酪
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ぎ
〔
紳
と
対
的
し
)
、
出
で
に
就
き
、
南
関
し
て
搬
を

結
ひ
(
受
け
)
、
案
に
題
し
ふ
、
「
南
都
尚
ほ
為
す
可
し
。

死
は
、
苦
が
分
な
り
。
其
れ
悦
ん
で
)
会
棺
〔
棺
会
)
す
る

か

な

し

め

勿
れ
、
以
て
一
告
が
痛
み
を
志
さ
ん
。
」
と
。
遂
に
自
ら
経
(
総
)

タ
〆

J
勾

O

判
M
J
Gノ

都
城
に
賊
向
車
が
侵
入
し
た
と
開
い
た
仰
は
、
死
を
党
構
し
た
。
甲
申

(
…
六
四
時
)
三
月
十
九
日
に
崇
被
帝
が
自
総
し
、
そ
の
後
を
追
う

よ
う
に
自
綴
し
た
。
こ
の
時
殉
難
し
た
者
が
、
談
選
の
罰
則
権
い
巻

二
回
に
列
記
さ
れ
る
。
東
階
大
学
士
の
務
既
成
文
、
都
察
院
在
都
御
史

の
李
邦
輩
、
戸
部
尚
書
協
理
偽
崩
事
府
の
侃
一
見
端
、
刑
部
右
侍
郎
の
孟

兆
民
と
子
の
輩
拐
、
都
察
院
在
副
都
御
史
の
施
邦
曜
、
大
混
寺
卿
の

凌
義
一
楽
、
太
常
寺
少
卿
の
山
口
(
麟
徴
、
左
諭
徳
の
馬
世
奇
、
左
中
允
の

劉
理
限
、
翰
林
院
検
討
の
託
偉
、
一
戸
科
給
事
中
の
呉
甘
来
、
四
川
道

御
史
の
際
良
謀
、
吏
部
考
功
間
関
外
郎
の
許
夜
、
兵
部
武
庫
郎
中
の
成

徳

、

の

金

鉱

、

光

禄

寺

署

永

一

の

子

騰

鮫

な

ど

で

あ

る。
「
南
都
尚
ほ
為
す
可
し
」
は
、
侃
元
川
崎
が
死
ぬ
間
際
ま
で
、
明
一
朝

の
復
興
を
切
望
し
て
い
た
遺
一
一
一
一
向
と
解
せ
る
。
「
壮
'
謬
」
と
は
、
関
壮

縁
、
郎
ち
関
羽
の
封
号
で
あ
る
。
南
宋
の
高
宗
の
時
に
こ
の
呼
称
が

贈
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
明
代
に
は
軍
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
の

で

あ

ろ

う

。

促

に

「

関

神

像

賛

」

が

あ
る
の

賊
一
金
り
、
公
安
く
に
在
り
や
と
問
ふ
。
別
ち
戸
を
堂
に

陳
べ
り
。
各
お
の
恵
医
を
称
へ
、
喫
患
し
て
去
る
。
(
長
〕
子

の
会
鼎
、
〔
以
て
太
夫
人
を
奉
じ
て
家
居
し
、
放
を
含
む
を
視

る
を
獲
、
ず
。
次
予
の
会
輩
、
以
て
口
口
を
拒
み
、
命
を
汗
す
に

及
び
幾
ん
ど
死
す
る
も
、
賊
猶
ほ
公
の
忠
を
関
れ
み
、
死
す
る

ひ
ワ
ぎ

を
得
、
ず
、
〕
織
を
扶
し
て
帰
る
に
、
新
た
に
命
じ
て
公
の
忠
の

νbpり

第
一
を
肱
は
し
、
特
進
光
〔
栄
〕
禄
大
夫
、
太
保
、
吏
部
尚
世
帯

を
贈
ら
れ
、
文
正
と
識
す
る
に
逢
ふ
。
予
、
五
ヱ
ハ
〕
壌
に
祭

し
、
〈
加
へ
て
一
塩
に
祭
す
。
〉
有
司
に
〈
勅
し
て
〉
葬
を
迩
し

〔
一
例
を
京
師
に
建
て
、
旋
忠
と
日
ふ
。
〕
、
而
し
て
時
に
黙
く
未

だ
就
か
ざ
る
な
り
。

侃
の
死
後
、
明
朝
が
「
特
進
光
禄
大
夫
、
太
保
、
吏
部
尚
堂
開
」
を

婚
宮
し
、
「
議
文
正
」
を
賜
っ
た
の
は
、
侃
の
「
忠
」
の
志
を
第
一

に
表
彰
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
長
男
会
問
所
、
次
男
会
車
は
、
父
元
瑞

の
「
槻
」
を
賊
軍
の
手
か
ら
取
り
返
す
が
、
葬
礼
を
行
う
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。

黄
が
促
の
葉
一
誌
銘
を
書
く
に
至
っ
た
経
緯
は
、

会
鼎
乃
ち
権
に
公
を
里
第
に
殖
し
、
突
し
て
予
に
請
ひ
て
日

く
、
「
椎
だ
夫
子
の
み
先
公
を
知
る
、
以
て
誌
せ
、
ざ
る
可
か
ら

ざ
る
な
り
。
立
つ
夫
子
は
身
を
以
て
国
に
許
す
、
一
娘
一
に
誌
を
為
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さ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
ょ
と
。
予
突
し
て
応
へ
て
臼
く
、

し

ι
。

と
記
す
通
り
で
あ
る
。
こ
の
一
文
は

A
に
は
無
く
、

B
か
ら
引
い

た
。
例
会
鼎
は
亡
父
の
死
体
を
棺
に
納
め
て
郷
里
の
屋
敷
に
安
霞

し
、
央
礼
し
て
黄
道
局
に
墓
誌
銘
を
執
筆
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
黄
の
み
が
父
を
良
く
知
り
、
黄
が
「
以

身
許
間
」
の
入
、
身
を
捨
て
て
留
の
た
め
に
尽
く
す
人
物
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
、
と
い
う
。
懇
願
さ
れ
た
黄
は
突
礼
し
て
引
き
受
付
た
。

B
の
最
後
は
「
同
年
友
弟
湾
海
黄
道
周
頓
首
拝
識
」
と
記
し
て
結

ぶ
。
こ
れ
ま
た
A
に
は
無
い
。
「
友
弟
」
と
自
署
す
る
の
は
、
黄
の

侃
へ
の
敬
意
で
あ
り
真
意
で
あ
ろ
う
。
促
会
鼎
が
黄
を
「
夫
子
」
と

呼
ぶ
の
は
、
郎
の
礼
を
執
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

例
会
鼎
(
ニ
ハ
一
一
一

i
一
七

O
六
、
字
は
子
新
、
晩
号
は
無
功
)
は
、

十
六
歳
で
諸
生
に
補
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
父
の
命
令
に
従
っ
て
黄
道

周
に
学
業
を
受
け
た
。
「
会
同
期
、
滞
海
の
夫
子
に
侍
し
、
信
州
に
駐

軍
す
。
・
:
海
海
の
論
は
此
く
の
如
し
、
敬
ひ
て
為
に
之
を
述
ぷ
。
」

(
吋
保
光
瑞
年
譜
い
山
原
被
十
六
年
)
と
あ
る
。
侭
会
鼎
に
と
っ
て
、
父

の
無
ニ
の
知
友
と
し
て
、
か
っ
自
己
の
部
と
し
て
、
黄
道
局
以
外
に

慕
誌
銘
を
執
筆
し
得
る
人
物
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
逆
に
黄
に
と
っ

て

も

、

仰

は

そ

ね

ば

な

ら

な

い

っ

た

え
る
。

五
、
結
び

に
刊
印
「
偶
見
鴻
宝
遺
筆
」
と
題
す
る
七
絶
が
あ
る
。

粛
然
墨
菊
老
披
離
藷
然
た
る
墨
菊
老
い
て
披
離
た
り

(
も
の
寂
し
く
回
目
菊
が
散
り
乱
れ
て
い
る
。
)

不
克
高
人
動
筆
時
見
ず
高
人
の
筆
を
動
か
す
時
を

(
高
潔
な
人
が
筆
を
と
り
描
く
姿
は
見
え
な
い
。
〉

世
上
風
一
護
保
舛
紳
世
上
の
風
器
一
向
倶
に
州
州
た
り

(
世
の
中
も
慌
し
い
気
運
で
あ
り
、
)

倣
霜
空
有
稿
一
一
一
枝
散
時
一
相
空
し
く
同
三
枝
有
り

(
籍
の
寒
さ
に
隠
し
な
い
菊
花
が
、
二
三
本
の
校
に
空
し
く
咲
い
て
い

る
。
)

(114) 

こ
の
詩
は
侃
の
遺
筆
「
墨
菊
」
函
を
題
材
に
、
菊
花
か
ら
亡
き
侃
を

偲
び
、
そ
の
気
骨
を
尊
ぶ
と
と
も
に
、
「
世
上
」
に
は
こ
三
人
の
気

骨
の
士
し
か
生
き
て
い
な
い
と
嘆
い
た
詩
で
あ
る
。
「
高
人
」
は
高

潔
な
人
格
者
、
侃
を
指
す
。
「
晃
ず
高
人
の
筆
を
動
か
す
時
を
」
は
、

親
友
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
実
際
に
彼
が
筆
を
と
り
描
く
姿
が
見
ら

れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
言
う
の
み
な
ら
ず
、
侭
の
よ
う
に
人
を
動
か

し
、
叶
い
を
導
く
存
在
が
い
な
く
な
っ
た
、
気
骨
の
土
を
失
っ
た
と
い

う
貨
の
嘆
き
で
あ
る
。
「
嵐
一
留
さ
と
は
世
の
中
の
乱
れ
を
い
い
、
「
披

離
」
た
る
水
墨
弼
花
と
同
じ
よ
う
に
「
州
帥
」
と
し
て
い
る
。
果
た



し
て
こ
の
世
は
ど
う
な
る
の
か
、
そ
の
解
答
は
こ
の
詩
で
は
説
き
明

か
さ
れ
て
い
な
い
。
「
倣
霜
」
と
は
霜
の
寒
さ
に
屈
し
な
い
菊
花
で

あ
る
が
、
こ
れ
も
悦
そ
の
人
の
倣
骨
の
気
一
演
を
指
す
。
「
雨
…
一
一
枝
」

は
侃
亡
き
今
は
二
一
一
一
人
の
気
骨
の
士
し
か
こ
の
世
に
は
残
っ
て
い
な

い
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
「
空
有
」
と
い
う
語
に
悲

観
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
黄
は
少
な
く
と
も
自
分
の
気
質
は
倣
骨

で
あ
る
と
信
じ
、
さ
ら
に
何
人
か
の
倣
骨
の
人
を
想
定
し
て
「
南
一
一
一

枝
」
と
結
ん
だ
の
で
あ
る
。

侃
の
死
、
そ
の
殉
難
を
多
く
の
伝
記
資
料
が
称
賛
す
る
中
で
、
一
強

岱
は
独
り
異
な
っ
た
意
見
を
述
べ
る
。

死
賊
の
損
狂
の
際
に
当
り
、
平
に
一
策
を
出
、
だ
す
能
は
ず
、
先

帝
を
輪
台
の
難
に
下
す
。
:
:
:
吾
が
太
史
の
如
き
者
は
、
震
に

…
死
を
以
て
、
其
の
寅
を
卸
す
可
き
哉
。

巻
二
十
二

三
策
を
出
だ
す
能
は
ず
」
は
正
鵠
を
射
て
い
な
い
。
墓
誌
銘
に

記
す
よ
う
に
、
侃
は
帝
日
南
下
を
勧
め
、
死
ぬ
間
際
ま
で
明
朝
の
復

興
を
切
望
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

小
稿
は
、
悦
賛
同
者
の
応
酬
詩
文
を
整
理
し
、
僅
か
の
詩
と
墓
誌

銘
を
読
み
解
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
吏
に
多
く
の
詩
を
読
み
、
ま
た
墓

誌
銘
以
外
の
「
侃
鴻
宝
制
義
序
」
、
「
侃
文
貞
公
集
序
」
な
ど
も
読
み

解
く
必
要
が
あ
る
が
、
稿
を
改
め
た
い
。

、ま(
1
)
拙
稿
(
「
中
国
文
化
一
」
刊
)
参
照
。

(2)
福
本
雅
一
氏
の
論
考
「
山
陽
と
促
元
瑞
」
(
一
一
玄
社
所

収
〉
及
び
「
侃
一
%
瑞
告
」
(
辺
良
子
大
系
い
間
朋
舎
一
所
収
、
後
に
日
μ

末
清

初
二
集
い
二
玄
社
再
録
)
が
あ
り
参
照
し
た
。

(
3
)
斯
江
省
博
物
館
蔵
《
棺
脅
詩
翰
冊
七
律
六
首
》
壬
申
正
月
三
日
蓄
が

~
伝
来
す
る
。
立
只
樟
浦
集
い
に
「
案
断
中
侃
黄
合
刻
帖
題
作
壬
申
元
日
展

開
微
一
審
俄
府
議
陽
晃
然
撹
噂
究
タ
伏
枕
批
筆
遂
成
六
詩
」
と
あ
る
。

(4)
門
的
川
元
璃
年
譜
」
(
一
九
九
四
年
刊
・
中
華
護
局
)
は
侃
元
山
崎
の
長
男
、

例
会
鼎
撰
沼
山
文
正
公
年
譜
い
(
全
四
巻
・
戚
豊
四
年
初
・
噂
雅
堂
叢
最
高

本
)
を
底
本
に
李
尚
英
氏
が
点
校
一
し
た
も
の
。
「
侃
文
正
公
年
説
明
」
及
び

附
録
が
あ
る
。

?
と
陳
子
龍
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
陳
子
穏
の
変
貌
i
師
黄
道
周
と
の
出

会
い
を
め
ぐ
っ
て
」
(
口
調
布
日
本
文
化
」

1
)
参
照
。
原
詩
「
天
下
水
無

奇
匡
麟
/
雁
蕩
無
声
惹
勝
之
/
五
洩
壮
険
不
可
及
/
安
能
過
於
侃
公
詩
/

促
公
与
余
最
相
契
/
一
字
動
有
千
峯
勢
/
毎
煩
使
君
明
且
清
/
葦
葉
蘇
韓

失
位
置
/
・
'
'
'
/
/
悦
公
抱
我
如
抱
雛
/
五
年
間
過
霊
峯
西
/
・
・
・
・
」

(
6
)
蒋
認
は
後
漢
哀
帯
の
時
の
隠
者
。
侃
詩
は
「
蒋
生
徒
」
と
い
う
故
事

を
踏
ま
え
る
。
原
詩
「
綾
接
雲
虹
気
/
苦
旗
巴
翠
降
/
一
浮
鋤
水
宅
/
共

椅
叫
山
窓
/
蒋
築
能
無
径
/
播
才
信
若
江
/
不
須
選
月
上
/
君
面
有
銀

紅
/
公
有
舟
、
名
鋤
水
。
斎
窓
聯
田
、
叫
山
山
応
、
逝
月
丹
来
。
」

(
7
)
黄
道
関
の
墓
誌
銘
は
前
、
注
4

沼
山
元
川
崎
年
譜
い
所
収
。
本
来
、
黄
が

促
の
た
め
に
書
い
た
墓
誌
は
一
つ
で
あ
り
、
何
故
に
異
同
が
生
じ
た
か
を

考
察
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
開
く
。
(
大
東
文
化
大
学
)
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